	第3３回 全国保育集会  日程と内容（予定）
	


８月３日（金）＜１日目＞
	時　間
	会　　場
	会　　議　　等

	12:00～
	高知県立県民文化ホール
高知県高知市本町4丁目3－30　
℡088-824-5321
	受付開始
	

	13:00～
	
	地元歓迎アトラクション
	・鳴子おどり

	13:25～
	
	主催者あいさつ
	・開会あいさつ
・主催者あいさつ
・歓迎・来賓あいさつ、来賓紹介
・集会基調提起

	14:35～
	
	記念講演
「子ども・子育て新システムについて（仮）」
	＜講師＞
内閣府　政策統括官
村木厚子さん

	15:25～
	
	パネルディスカッション
「現場から創る子ども・子育て新システム（仮）」
	◆パネリスト
・保育園を考える親の会代表　　　　　　 　　　　
普光院亜紀さん
・厚労省 雇用均等児童家庭局 
保育課長　橋本泰宏さん
・自治労社福評保育部会（調整中）
◆コーディネータ
・自治労社福評
議長　峯　　潔さん

	17:10～
	
	次回開催地県本部あいさつ
	

	17：15
	
	閉　会
	

	17:30～
19:00
	高知市内（調整中）
	男性保育関係職員交流会
	希望者のみ・軽食あり


５月28日現在
	〈２日目〉　　分科会
	


8月4日（土）　＜2日目＞
開　始　　9時30分～16時30分予定
場　所　　高知市内
内　容　　各会場に分かれての分科会
	№
	テ ー マ
	内　　　　　容

	1
	子育ちを支えつなぐ地域の連携

	核家族化が進み、地域とのかかわりも薄くなってきている昨今の社会情勢から、子育て支援の強化が求められています。一方、子どもの育つ環境はますます厳しさを増しています。子どもの育ちを保障していく方法や、幼児期から学童期へと子どもを中心に置いた支援を地域の中でどのように連携し、つなげていくか考えましょう。

	
	園田学園女子大学短期大学部准教授　堀井二実さん

	2
	多様な保育

	全国の市町村では、地域の実情に応じたさまざまな“子育て支援”が展開され、実践されています。また、保育指針では“親支援”についても私たちの取り組むべき課題として位置付けられています。保護者と保育士が手を取り合って子どもの健やかな育ちを見守り、成長を喜び合えるよう、保護者が求める保育のあり方、私たちが求める親支援のあり方などについて、意見交換をしながら、“多様な保育”とは何かを学び合います。

	
	保育園を考える親の会代表　普光院亜紀さん

	3
	人権を大切に、ともに育つ保育

	「保育所は子どもの人権に十分配慮するとともに、子ども一人ひとりの人権を尊重して保育を行う」と、保育指針の総則に明記されています。毎日の保育の中で、私たちは、子どもや保護者とのかかわりや出会いの中で、どんなことを大切にし、こだわりをもった向いあい方をしているでしょうか。私たちの人権意識について振り返り、「人権」を認識してみませんか。それぞれの実践を交流し、ともに考えましょう。

	
	高知県人権保育連絡協議会会長　谷田陽子さん

	4
	共に育ちあう保育

	社会状況の変化で子どもを取り巻く環境は、複雑・多様化し、子どもが「子どもらしく生きる」ことが難しくなっています。集団保育の中で、一人ひとりが自己を発揮し、仲間とともに成長できる環境つくりとそれを支える保育者の関わりを考えていきます。また、職員全員が共通理解をもち、保護者や地域の方々と手を携え合って、子どもの育ちを担っていけるような保育のあり方について考えましょう。

	
	帝塚山大学　教授　松尾純代さん

	5
	保護者対応

	保護者と信頼関係を築くことは、保育にとって大切なことですが、園に寄せられる保護者からの要望・苦情には様々なものがあり、対応に苦慮しているとの声も多く聞かれます。保護者対応における様々な状況を考えながら、保護者の意向を尊重しながら、職員が連携し、どう保護者と向き合っていくべきかを考えましょう。

	
	子ども情報研究センター所長　田中文子さん

	6
	食育
～子育て・子育ちに役立つ食の知識を高めよう～

	乳幼児期の食育は食べることの楽しさや食に関する興味を育むのに大変重要です。各年齢に応じた食育を推進し、食への知識と判断力を養うためには、まず私たち自身が正しい知識を身につけなければなりません。当分科会では、今一度、食に関する知識を学びながら、今後の食育実践および保育への活用を情報交換も交え議論します。

	
	高知県立大学健康栄養学部講師　島田郁子さん

	7
	学齢期の子どもたちは今
～子どもの育ちを支える現場支援～

	児童館や学童保育所で少なからず出会う関わり方の難しい子ども達のなかには、虐待や貧困など家庭に様々な問題を抱えている子どもたちがいます。心に傷を持つ子どもたちに児童館・学童保育の現場でどのように寄り添い支援していくのか。午前中は講義形式、午後からは事例研修法（インシデント法）の体験をしながら子どもたちへの支援のあり方を皆さんと考えます。

	
	こども教育宝仙大学専任講師・前田信一さん

	8
	保育の質の向上
～非正規保育労働者の処遇改善～

	保育の質は、保育士です。保育の質の向上には、非正規職員を含め、保育士の人材確保と定着が最低条件です。「子ども・子育て新システム」には、職員の保有免許・資格、常勤・非常勤の別や経験年数の情報開示が義務付けられます。非正規職員の置かれている現状（公務職場における非正規雇用法制度）や非正規労働者の取り組みを学習し、人材の確保と定着に向けた課題や、非正規労働者の組織化を、臨時・非常勤組合の実践報告、参加者同士の情報交換を行いながら、その必要性を考えます。

	
	高松市非常勤職員労働組合委員長　田中悦子さん
自治労総合公共民間局　永井歩さん、北川啓子さん

	9
	保育制度改革

	かつて、保育制度改革は、経済対策として地域主権や規制緩和の流れに乗った中で論議されてきました。現在、「子ども・子育て新システム」が国会で議論されていますが、こうした状況の下、私たちは誰のための、何のための保育制度であるべきか、その視点をしっかりと捉え、保育制度改革に対する対応や取り組むべき課題について考えます。

	
	自治労社会福祉評議会・保育部会
厚労省 雇用均等児童家庭局 保育課長 橋本泰宏さん


	〈３日目〉　　分科会・ステップアップ講座･ワークショップ
	


8月5日（日）　＜3日目＞
開　始　　9時30分～12時予定
場　所　　高知市内
内　容　　各会場に分かれての分科会
＜分科会＞
	№
	テ ー マ
	内　容

	1
	自治労の保育運動
	「子ども・子育て新システム」においては、新たな「市町村責務」、「条例制定」、「総合こども園」、「地方版の子ども・子育て支援会議」および「公立施設の財源」に関する内容が示されました。これらの現状を踏まえ、地域のすべての子どもの育ちを保障し、子育てを支援することができる仕組みの構築と質の高い保育サービスが確実に提供されるために、自治労の保育運動として、取り組むべき運動課題について議論します。

	
	自治労社会福祉評議会・保育部会

	2
	児童館・学童保育

	「子ども・子育て新システム」を中心としたこども関連の社会保障制度改革の中で、児童館・学童保育（放課後児童クラブ）についても変化の時期を迎えています。新システム関連法案が審議される中で、今までと何が変わるのか、私たちが求めてきたすべての子どもたちに開かれた制度になっているのかを再点検し、今後の自治労としての取り組み課題について議論します。

	
	厚労省 雇用均等児童家庭局 育成環境課長 杉上春彦さん

	3
	臨時・非常勤職員

	入所児童の増加・特別保育の実施・退職不補充などで、保育士不足は深刻化し、保育所で働く非正規職員はますます増えています。保育所運営だけでなく、保育の質を高めるためにも非正規職員は不可欠な存在です。ともに働き続けるために、非正規職員の不安・労働条件の改善等にどのように取り組むのかを、正規・非正規の意思疎通のあり方を含め、実際に組織化に至った単組の結成までの取り組み報告や、現場で実践できる手法（アンケート・準備会等）から実践例を学び共に考えます。

	
	自治労総合公共民間局　永井歩さん、北川啓子さん

	4
	保育現業

	現在、保育所調理現場では安易な調理委託や外部搬入方式の合理化が推し進められていますが、一方では地方公務員法第57条「単純労務規定」の撤廃も議論されており、私たちの仕事の中身も大きく変化しようとしています。そのような中、現業評議会では、新たな技能職の立場を確立するための「現業アクションプラン」（行動計画）が策定され、このプランに沿った職場・単組の実行が求められています。当分科会では、以上の内容を学習しながら、私たちが市民・利用者から求められている実行可能なサービスを議論し、参加者全員で実践交流をしつつ今後のあり方を（ワークショップ形式）で考えます。

	
	自治労総合組織局現業局長　藤本初雄さん

	5
	幼稚園
	「子ども・子育て新システム」の施行によって、幼稚園職場にとっても大きな変革が迫られます。新システム施行後、幼稚園は「総合こども園」に移行するか、幼稚園として存続するのかを選択することになります。いずれにしても今後の幼稚園のあり方について、職場、自治体での議論を進めていかなければなりません。幼稚園を取り巻く情勢は、女性の就労率の増加と相まって、年々厳しさを増しており、毎年100園近くが減少しています。とりわけ公立幼稚園は、自治体の財政状況の悪化にともなって、統廃合が進んでいます。本分科会では、「子ども・子育て新システム」の理解を深めるとともに、各地での取り組みをお互いに学び合いながら、新システム移行後における幼稚園のあり方・運動展開について議論します。

	
	自治労本部社会福祉評議会


＜ステップアップ講座＞　
	A
	保育運動をつくる
（保育所民営化）
	2011年2月より「産別ネット」「じちろうネット」内において「公立保育所デ－タベ－ス（ＤＢ）」の運用を開始しました。公立保育所民営化に対する取り組みは各地で展開され、数多くの運動と経験が蓄積されています。公立保育所民営化に関する情報が集約され、各地の運動の経験とノウハウを有するＤＢを実際に検索しながら、活用の仕方や入力方法について学びあいましょう。

	
	自治労本部社会福祉評議会・保育部会

	B
	虐待ケースの対応について

	児童虐待件数は依然として増加の一途をたどり深刻化しています。子どもの大切な命を守り、いかに児童虐待に対応していくべきか、保育現場からの実践報告を受けながら、保育所の役割を考えます。

	
	NPO法人カンガルーの会 副理事長　中西　稔さん

	C
	幼・保・小の連携
　
	子どもの発達は、乳児期から幼児期を経て学童期へと連続していると言われています。子どもの育ちを考えていく上で、大切な「保育の連続性」「幼・保・小・中の連携」について共通することは何か、大切にしていかなければならないことは何か、未来を担う子ども達にとってよりよい保育ができるように、保育現場で働く保育者として何をすべきかを考えましょう。

	
	山陽小野田市立埴生中学校校長　香田　剛さん

	D
	障害児支援・社会的養護

	障害のある子どもに対する施策は、障害のない子どもと分離することなく、一般の子ども施策において実施することが基本です。あわせて、障害に応じて必要とする支援や配慮を確保することにより、障害を理由とした不利益な扱いを受けたり、保護者へ過度な負担を強いたりすることなく、障害のない子どもと同様に尊重される社会づくりが必要です。また、子どもの貧困の拡大は、貧困な子どもたちが受ける虐待への対応を困難にする可能性があります。低所得者や障害児及び社会的養護を必要とする子どもたちを排除しない、「子ども・子育て新システム」が掲げる「すべての子ども」のための仕組みを実現するために必要なことを考えましょう。

	
	帝塚山大学　教授　松尾純代さん


＜ワークショップ＞　
	No.
	テ ー マ
	内　　　　　容

	
	
	　（　備　考　等　）

	ア
	絵本は幸せのとびら～子どもの目線で絵本に出会う～
	この本が私の人生をかえた・・・という程の記憶は持たなくても、ときめきを持ってページを開いた思い出は誰の中にもあるのではないでしょうか。子どもたちに絵本という扉を用意し、絵本の魅力を伝えましょう。子どもたちとのエピソードを交えての講話や遊び歌でふれ合い、絵本の持つチカラを感じます。

	
	
	えほんの店　コッコ・サン」代表・森本智香さん
定員50人

	イ
	地産地消
～高知の食材で楽しくクッキング～
	高知は、南は太平洋、北は四国山地、そして清流四万十川と、海の幸、山の幸、川の幸など、自然の恵みがいっぱいです。そんな高知の食材をふんだんに使った献立を実習します。調理方法はいたってシンプル。素材のおいしさを味わってください。

	
	
	高知県立大学健康栄養学部助手・彼末富貴さん
用意するもの：エプロン、三角巾、タオル
定員35人　　参加費500円

	ウ
	幼児期の運動遊び
	幼児の心身の健全な発育・発達を促すことができるような、いろいろな動
きや、なわとび遊びと仕組みについて、実践を交えながら楽しく学びます。

	
	
	ＮＰＯ法人高知県幼児体育研究会・宮本忠男さん、川内野真幸さん
用意するもの：運動しやすい服装、運動靴、タオル
定員50人

	エ
	フィールドワーク
（県東部コース）
アロマクラフト体験とゆずの村見学
	人口約１０００名、面積の９６％が森林という小さな馬路村はゆず加工品が大ヒットし、年商３０億円を突破しています。全国から町おこしのヒントを得ようとする人が年中絶えないこの村で、JAゆず加工場見学やゆず化粧品工場にてアロマクラフト体験の後、保存森林鉄道に記念乗車いたします。

	
	
	最少携行人数　20人　定員40人　　
費用6,500円（施設入場料・昼食代含む）

	オ
	フィールドワーク
（高知市内コース）
植物園で押し花教室と桂浜観光
	牧野植物園は、高知が生んだ植物学者・牧野富太郎博士の業績を顕彰する施設として、３０００種の四季を彩る植物園と展示・研究・学習ができる国内では珍しい複合施設です。園内では押し花教室をお楽しみいただき、坂本龍馬像で有名な桂浜を訪れ、昼食では藁焼きかつおのタタキ体験をします。

	
	
	最小携行人数　20人　定員40人　　
費用8,500円（施設入園料・昼食代含む）

	カ
	フィールドワーク
（県西部コース）
草木染・うちわづくり体験
	仁淀ブルーで有名な、霊峰石鎚山を源とする高知県一の清流仁淀川。そのほとりに佇むいの町の土佐和紙工芸村くらうどにて、あなただけの草木染めのオリジナル作品に出会いませんか。伝統工芸を自ら体験する土佐和紙の紙すきとオリジナルうちわ作りにも挑戦しましょう。

	
	
	最小携行人数　15人　定員20人　
費用8,500円（施設入場料・昼食代含む）

	キ
	フィールドワーク
（県北部コース）
アンパンマンミュージアムと木工教室
	森林率84％の高知県の中でも森深い香美市。間伐材を使った木工教室の後、香美市出身の漫画家、アンパンマンでおなじみのやなせたかしさんの多彩な創作世界を収集、研究、公開するミュージアムでは「愛と正義と勇気」というアンパンマンワールドを体験できます。詩とメルヘン絵本館はやなせ作品の原画の展示や多彩な世界を紹介しています。

	
	
	最小携行人数　20人　定員40人
費用7,000円（施設入場料・昼食代含む）


